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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月29日(2016.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセラレーテッド処理デバイス（ＡＰＤ）内でネットワークメッセージを処理する方
法であって、
　無線周波数（ＲＦ）信号を受信することと、
　受信した前記ＲＦ信号を処理するために前記ＲＦ信号を前記ＡＰＤ内の単一命令複数デ
ータ（ＳＩＭＤ）モジュールに割り当てることであって、前記ＡＰＤは複数のＳＩＭＤモ
ジュールを含む、ことと、
　割り当てられたＳＩＭＤモジュールにおいて、少なくとも１つの物理層メッセージを前
記ＲＦ信号から抽出することであって、各ＳＩＭＤモジュールは、異なる種類の物理層メ
ッセージを処理するために割り当てられる、ことと、
　前記割り当てられたＳＩＭＤモジュールにおいて、抽出された少なくとも１つの物理層
メッセージを処理して、前記ＲＦ信号を介して送信されたデータを取得することであって
、遅延した物理層メッセージは、信号の質を改善するために処理前に組み合わされ、前記
ＳＩＭＤモジュールの各々は、前記抽出された少なくとも１つの物理層メッセージの並列
処理を実行する、ことと、を含む、方法。
【請求項２】
　複数のＲＦ信号は、少なくとも１つのＲＦ信号がマルチパス伝搬により遅延することに
よって、同時に受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　送信側と受信側との間の信号を、前記送信側と前記受信側との間で一致させたコードを
用いて追跡すること、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＡＰＤ内の前記ＳＩＭＤモジュールとＣＰＵとの間の通信は、オンチップ配線を経
由し、
　前記ＡＰＤの前記ＳＩＭＤのリソースは、前記ＲＦ信号とグラフィックス処理との間で
配分される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ネットワークメッセージを処理するコンピューティングシステムであって、
　メモリ管理ユニットを含むＣＰＵであって、共通の基盤バスを介して、ソフトウェアア
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プリケーションモジュールと、オペレーティングシステムモジュールと、入出力メモリ管
理ユニット（ＩＯＭＭＵ）モジュールに接続されたＣＰＵと、
　無線周波数（ＲＦ）信号を受信するためにそれぞれ前記ＩＯＭＭＵモジュールに接続さ
れた複数の入出力デバイスと、
　複数の単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）モジュールを有する少なくとも１つのアクセラ
レーテッド処理デバイス（ＡＰＤ）であって、受信したＲＦ信号を、処理するためにＳＩ
ＭＤモジュールに割り当てるように構成されたＡＰＤと、
　前記ソフトウェアアプリケーションモジュールにアクセスするために前記基盤バスに接
続されたソフトウェアスケジューラ回路（ＳＷＳ）と、
　前記基盤バスに接続された割り込みコントローラ回路と、
　それぞれ前記基盤バスに接続されたメモリコントローラ回路およびオペレーティングシ
ステム回路と、を備え、
　前記ＡＰＤは、前記基盤バスと、カーネルモードドライバ（ＫＭＤ）回路とに接続され
ており、前記ＫＭＤ回路は、前記基盤バスに接続されており、
　前記メモリコントローラ回路は、前記ＩＯＭＭＵモジュールと、別のシステムメモリモ
ジュールとに接続されており、
　割り当てられたＳＩＭＤモジュールは、少なくとも１つの物理層メッセージを前記ＲＦ
信号から抽出するように構成されており、
　各ＳＩＭＤモジュールは、異なる種類の物理層メッセージを処理するために割り当てら
れており、
　前記割り当てられたＳＩＭＤモジュールは、前記割り当てられたＳＩＭＤモジュールに
おいて前記抽出された少なくとも１つの物理層メッセージを処理して、前記ＲＦ信号を介
して送信されたデータを取得するように構成されており、
　遅延した物理層メッセージは、信号の質を改善するために処理前に組み合わされ、
　前記ＳＩＭＤモジュールの各々は、前記抽出された少なくとも１つの物理層メッセージ
の並列処理を実行する、
　コンピューティングシステム。
【請求項６】
　前記ＡＰＤ内の前記ＳＩＭＤモジュールは、オンチップ配線を経由して前記ＣＰＵと通
信する、請求項５に記載のコンピューティングシステム。
【請求項７】
　受信した前記ＲＦ信号は、セルラ信号、ＷｉＦｉ（登録商標）信号および全地球測位（
ＧＰＳ）信号のうち少なくとも１つである、請求項５に記載のコンピューティングシステ
ム。
【請求項８】
　コンピュータプログラムロジックが記録されたコンピュータ可読記憶デバイスであって
、コンピューティングデバイスによって前記コンピュータプログラムロジックが実行され
ると、前記コンピューティングデバイスに、
　無線周波数（ＲＦ）信号を受信することと、
　受信したＲＦ信号を、処理するために、アクセラレーテッド処理デバイス（ＡＰＤ）内
の単一命令複数データモジュール（ＳＩＭＤモジュール）に割り当てることであって、前
記ＡＰＤは複数のＳＩＭＤモジュールを含む、ことと、
　割り当てられたＳＩＭＤモジュールにおいて、少なくとも１つの物理層メッセージを前
記ＲＦ信号から抽出することであって、各ＳＩＭＤモジュールは、異なる種類の物理層メ
ッセージを処理するために割り当てられる、ことと、
　前記割り当てられたＳＩＭＤモジュールにおいて、抽出された少なくとも１つの物理層
メッセージを処理して、前記ＲＦ信号を介して送信されたデータを取得することであって
、遅延した物理層メッセージは、信号の質を改善するために処理前に組み合わされ、前記
ＳＩＭＤモジュールの各々は、前記抽出された少なくとも１つの物理層メッセージの並列
処理を実行する、ことと、を含む動作を実行させる、コンピュータ可読記憶デバイス。
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【請求項９】
　複数のＲＦ信号は、少なくとも１つのＲＦ信号がマルチパス伝搬により遅延することに
よって、同時に受信される、請求項８に記載のコンピュータ可読記憶デバイス。
【請求項１０】
　前記組み合わせることは、送信側と受信側との間の信号を、前記送信側と前記受信側と
の間で一致させたコードを用いて追跡することをさらに含む、請求項９に記載のコンピュ
ータ可読記憶デバイス。
【請求項１１】
　受信した前記ＲＦ信号は、セルラ信号、ＷｉＦｉ（登録商標）信号および全地球測位（
ＧＰＳ）信号のうち少なくとも１つである、請求項８に記載のコンピュータ可読記憶デバ
イス。
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